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長
生
き
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

長
命
者
に
敬
老
年
金
を
贈
る

県
（
8
8オ
以
上
）
　
　
一
　
二

人

町
（
8
0オ
以
上
）
　一
　
一
　
二

人

昨
年
八
月
一
日
初

め
て
老
人
福

祉
法
が

施
行

さ
れ

、
県
で
は
八
十

八
才
以
上
の
高
令
者
に
対
し
三
千

円
の
敬
老
年
金

を
贈
り
、
永
年
の

労
苦

に
む
く
え

た
。
こ
れ

に
な
ら

い
、
わ

が
町
で

は
八
十
才
以
上
の

老
人

に
対
し
五
百
円
の
敬
老
年
金

を
贈

っ
て
、
老
人
を
は
げ
ま
し
た

の
で
あ

っ
た

。
才
二
年
目
の
「
老

人

の
日

」
に
あ

た
る
九
月
十
五
日

、
今
年

あ
ら

た
に
八
十
八
才
に
な

っ
た
鈴
木
イ

チ
さ
ん
（

西

大
枝
）

ら

六
人

に
対

し
年
金

証
書
を
下
付

昨
年
の

六
人
と
合

わ
せ
十
二
人
の

高
令
者

に
木
村
県
知
事
か
ら
金
年

が
贈

ら
れ
た

ご
ま
た
八
十
才
以
上

の
左
記
一

二

一
人

に
対
し
て

は
、

赤
井
畑

町
長

か
ら
年
金
を
贈
り
、

今
後
ま

す
ま
す
健
康
で
長
生

き
す

る
よ
う
は
げ
ま
し
た

◇
八
十
八
才
以
上
の
長
命
者

氏
　

名
　

生
年
月
日
　

住
　

所

玉
手

タ
ツ
慶
応
三
・（
・
六
西
大
枝

新
井
文
翁
明
治
（
・
子
Ξ

仝

松

浦

ツ

ヨ

同
　

Ｕ
・
二
・
二
五
光

明

寺

菊

地

リ

カ

同
　

七
・
四
こ

塚

野

目

小

林

イ

シ

同
　

Ｕ
・
三

・
五
四

大

枝

市

川

ナ

ジ

同
　
（

血
・
二
四
石

母

田

鈴

木

イ

チ

同
　
「

・
九
・
二
」
西

大

枝

宮

沢

ヾ

ツ

同
　
（

・

三
・

三

勝

田

佐

藤

ユ

キ

同
　

九
こ
三

こ

高
　

城

高

橋

（

ナ

同
　

九
・
ミ
・

石

川
　

内

渋

谷

旭

次

同
　

九
・
四
こ

四
光

明

寺

鈴

木

シ

ソ

同
　

九
・
今

Ξ

西

大

枝

こ
れ
を
見
る
と

匸
一
人
の
う
ち
半

分
の
六
人

は
大
技
地
ド
で
・ゐ
り
、

男
二

人
に
対

し
女
は
五
倍
の
｛
Ｏ

人
と
な
り
、
長

命
者

は
男

よ
り
女

に
多
く
、
地
区
的

に
は
大
腿
が
断

然
多
い
と
い
う
わ
け
で

あ
る

。

◇
八
十
才
以
上

の
高
令

祐
を
大
字

別
に
掲
げ
て

み
る

。

藤
田
　

男

六
女
一
一
計
一
七

武
川
よ
ね
　

佐
久
間
包
二
　

宍

戸

ま
ん
　

阿
部

ヨ
シ
ノ
　

武
川

荘
八
　

奥
山

カ
ヤ
　

佐
藤
粂
次

郎
　

小
四

ト
モ
　

菅
野
安
吉

松
浦
マ
キ
　

仲
川
し
も
　

高
橘

キ
ク
　

羽
賀

ト
メ
　

古
関
新
之

助
　

山
崎

キ
ョ

ノ
　

阿
部
喜
平

宮
沢

マ
ツ

石
母
田
　

男
○
女
一
一
計
一
一

菠
田

サ
ダ
　

後
膝
ア

キ
　

宍
戸

チ
カ
　

松
浦

ツ
ギ
　

斎
藤

ウ
ラ

阿
部
（

ク
　

斎
藤

フ
ク
　

佐

藤

Ｉ
ク
　

佐
々
木

フ
キ
　

斎
藤

ト

メ
　

市
川

ナ
ジ

山
崎
　

男
五
　

女
四
　

計
九

浅
野

善
蔵
　

八
島
林
次
郎
　

高

橋
陥
次
郎
　

高
橋

喜
蔵
　

八
島

以
二
　

八
島

キ
チ
　

浅
野
｛

ル

村
上

ヒ
ロ
　

古
川

ヨ
ネ

小
坂
　

男
○
　

攵
三
　

計
三

高
原

カ
ネ
　

高
野

ト
メ
　

山
川

内
谷
　

男
二
　

女
○
｝

計
二

安
藤
庄

吉
　

占
内
切
太
郎

鳥
取
　

男
二
　

女
二
　

計
四

高
橋

ヅ
ソ
　

後
藤
ミ

ヨ
　

高
野

喜
三
郎
　

高
橋
忠
次
郎

泉
田
　

男
一
　

女
三
　

計
四

若
林
（

ナ
　

佐
藤
サ
ッ
　

佐

藤

兵
助
　

阿
部
イ
チ

森
山
　

男
一
　

女
七
　

計
八

宍
戸
さ
と
　

谷
津

ユ
ソ
　

佐
藤

チ
ウ
　

佐
藤

ナ
チ
　

佐
藤
庄
吉

小
幡
ク
ラ
　

石
川
（

ツ
　

佐
藤

ナ
カ

徳
江
　

男
○
　

女
六
　

計
六

斎
藤
ミ
ネ
　

大
波

ヱ
キ
　

後
藤

（

ル
　

斎
藤
サ
ン
　

徳
江
ト
ミ

宍
戸

シ
モ

ー塚
野
目
　

男
○
　

女
四
　

計
四

佐
藤

ク
キ
　

菊
地
ミ
ソ
　

菊
地

フ
ヨ
　

菊
地
リ
カ

大
木
戸
　

男
二
　

女
三
　

計
五

阿
部
キ
ク
　

阿

部
庄
平
　

松
浦

市
郎
　

松
浦
ク
ツ
　

忍
コ

ク

高
城
　

男

五
　

女
四
　

計
九

佐
藤

セ
キ
　

長
谷
川
市
寿
　

村

上
熊
五
郎
　

佐
藤

ユ
キ
　

志
村

茂
兵
工
　

八
島
富
蔵
　

武
田
ト

ーフ
　
ハ
島

キ
ソ
　

後
藤
今
朝
太

郎光
明
寺
　

男
二
　

女
四
　

計
六

遠
藤
ナ
チ
　

畑
中
久
兵
衛
　

桜

沢
ク
ニ
　

渋
谷
亀
次
　

遠
藤
ナ

カ
・
松
浦
ツ

ヨ

貝
田
　

男

一
　

女
三
　

計
四

高
橋
キ
ク
　

高
橋
徳
五
郎
　

阿

部
（

ナ
　

谷
津

キ
ク

川
内
　

男
二
　

女
三
　

計
五

岩

城
伝
蔵
　

佐
久
問

サ
イ
　

後

藤
せ
っ
　

鈴
木
重
兵
衛
　

高
橋

（

ナ
西
大
枝
　

男
五
女
一
〇
計
一
五

佐
藤
弥
太
郎
　

佐
藤
ア

キ
　

鈴

木
ツ
マ
　

新
井
（

ツ
　

佐
藤
宰

七
　

佐
藤
ツ
ル
　

瀬
戸
友
次
郎

松
浦
テ
ル
ヨ
　

松

浦
ド
ミ
ノ

佐
藤
喜
平

治
　

鈴
木

シ
ソ
　

鈴

木
イ
チ
　

新
井

文
翁
　

小
林
イ

シ
　

玉
手
タ
ツ

こ

れ
を
方
部
別

に
整
理

し
て
み
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

男
　
女

藤
　

田
　
　

一
一
　
こ
六
　

毛

小
　

坂
　
　

Ｅ
　
（
　

Ξ

森
江
野
　
　

一
　
一
七
　

一（

大
木
戸
　
　

石
　
一
四
　

一
西

大
　

枝
　
　

七
　

Ξ
　

言

計
　
　
　
　

聶
　

七（
　

一
三

こ

の
表

を
見
て
気
付

い
た
こ
と
の

二
、

三
を
列
記
し
て
み
る
。

○
森
江
野

の
男

に
一
人
し
か
な
い

の
は
ど
う
し
た
こ
と

か
、
係
員

の
見
お
と
し
で

な
け
れ

ば
何
か

わ
け
が
あ
り
そ
う
だ
、’

○
女
は
男
の
二
、
三
倍
あ
る
。
但

し
こ
れ
は
八
十

八
才
以
上
の
五

倍
に
く
ら
べ
れ
ば
差

が
少
な
い

○
方
部
別
に
い
う
と
大
枝

に
や
は

り
長
命
者
が
多
く
、
森
江
野
、

小
坂
に
少
な
い
。

○
そ
の
他
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
お
気
付

き
に
な
っ
た
方

は
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

（
公
民
館
鈴
木
）

十
月
四
日
の
愀
十
一
回
町

民
体

育
大
会
に
は
お
と
し
よ
り

の
競
技

と
し
て
「
宝
拾
い
」
や「
玉
入
れ
」

な
ど
が
用
意
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
元
気
に
ご
参
加
下
さ
い

。

写
真
は
（
右
上

か
ら
）
宮
沢
ｙ

ツ
、
市
川
ナ
ジ
．
鈴
木
シ
ソ
（
左
上
か
ら
）
高
橋
（

ナ
、
鈴
木

イ
チ

玉
手

ク
ツ

写
真
は
（

右
上
か
ら
）
松
浦

ツ
ヨ
、
渋
谷
亀
次
、
小
林
イ

シ
（

左
上
か
ら
）
新
井
文
翁
、
佐
藤
ユ
キ

菊
地

リ
カ

老
人
の
日
に
寄
せ
て

春

日

佑

幸

先
頃

あ
る
老
人
夫
妻
を
た
ず

ね
た
と
き
の
話

を
述

べ
て
み
た

い
。そ

の
家

は
、
八
十
近
い
老
夫

婦
五
十
近
い
息
子
夫
婦
と
成
人

式
を
す
ぎ
た
男
孫
、
そ
れ
に
学

校

に
通
っ
て
い

る
弟
妹
三

人
と

い
う
家
族
構
成
で
あ
る
か
ら
、

明
治

、
大
正
、
昭
和
三
代

の
人

の
共
同
生
活
で
あ
り
、
い
わ
ば

過
去

、
現
在
、
未
来
の
人

生
の

象
徴
と
も
い
う
べ
き
複
雑

さ
が

あ

る
わ
け
だ
が
、
家
庭
内

は
非

常

に
明
る
い
。
私
は
、
こ
の
家

庭
内

の
明

る
さ
が
ど
こ
か
ら
米

て
い
る
か
に
つ
い
て
き
い
て
み

た
。
す
る
と

「

私
は
間
も
な
く
八
十
に
な
る

し
息
子
は
五
十
近
い
の
だ
か
ら

、
家
業
一
切
は
数
年
前
か
ら
若

い
者

に
ま
か
せ
て
、
わ
し
ら
は

忙
し
い
時
に
で
き
る
だ
け

手
伝

っ
て
い
ま
す
。
孫
の
も
り
は
す

ん
だ
の
で
、
学
校
を
終

。
た
孫

や
下
の
孫
た
ち
の
進
路
の
こ

と

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
の
こ

と
な
ど
は
も

ち
ろ
ん
み
な
の
相
談
に
ま
か
せ

て
い
ま
す
。
私
ど
も
の
小

ず
か

い
は
家
の
所
得
（

年
四
五
十
万

円
ら
し
い

）
の
二
十
分
の

Ｉ
ほ

ど

を
も
ら
う
の
と
老
令
年
金
と

で
計
画
的

に
ま
か
な
っ
て
い
る

の
で
す
Ｊ

こ
の
話
を
き
い
て
み
る
と
、
す

べ
て
が
模
範
的
だ
と
い
う
わ
け

も
な
か
ろ
う
け
れ
ど
も
、
と

に

か
く
家
族
の
人
び
と
が
よ
く
話

し
合
っ
て
、
平

和
な
生
活

を
送

っ
て
い
ら
れ
る
な
と
察
し
ら
れ

て
、
教
え
ら
れ
る
点
が
多
か

っ

た
こ
と
を
感
謝
し
、
お
互

い
に

理
解
の
あ
る
態
度

に
敬
意
を
表

す
る
と
共

に
、
ご
一
家
の
幸
福

を
祝
福
し
た
次
愀

で
し

た
。

（

三

九

、
九

、
匸

一
）

みんなでやろう ス ポー ツ の 祭 １０ 月４日

大
学
生
の
模
範
演
技

み
ん
な
で
踊
る
五
輪
音
頭

世
紀
の
祭
典
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

前
に
控
え
た
十
月

四
日
、
わ
が
町
伝

統
の
町

民
体
育
大

会
は
開
か
れ
る
。

国
で
は
毎
年

十
月

の
栄
一
土
曜
日
を

「
ス
ポ
ー
ツ
の
日

」
と
定
め
、
国
民

こ
ぞ
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ま
せ

よ
う
と
し
て
い
る
が
わ
が
町
で

は

十
年
前
か
ら
す
で
に
こ

れ
を
実
行

し
て
い
る
・

い
お
ば
国
家

に
対
し

て
先
鞭
を
つ
け

た
わ
け
で
あ
る

。

と
こ
ろ
で
今
年
の
大
会
に
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

に
ふ
さ
わ
し

い
数
々
の
種
目
が
設
け
ら
れ
、
町

民
各
位
の
参
加
を
待

っ
て
い
る
が

、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
、
璢
島
大
学
の
体

育
部
員

十
名
一
男
女
各
五
６
）
を

招
き
、
器
械
体
操

學
徒
手
体
操
な

ど
を
披
露

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
又
聖
火
リ
レ

ー
に
参

加
し
た
中
学
生

や
職
場
代
表
と
し

て
の
睦
商
会
従
業
員
の
特
別
参

加

な
ど
も
あ
っ
て

、
近
来
に
な
い
見

ご
た
え

の
あ
る
大
会
に
な
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
大
会
は
入

賞
す
る
こ
と
よ
り
も
参
加
す
る
こ

と
に
意
義

が
あ
る
よ
う
す
べ
て

が

仕
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

、
お
と
し
よ
り
も
若
い
人
も
、
お

父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
み
ん
な
で

参
加

‘し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
年

の
主
な
種
目
次
の
と
お
り
（
若
干

の
変
更
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
）

乙
一
般
の
部

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
（
女
）

二
〇
〇

メ

ー
ト
ル
（
男
）

お
し
ど
り
レ
ー
ス
（
男
女
）

輪
ま
む
し
（
男

）

ス
プ
ン
レ
ー
ス
（
女

）

五
輪
音
頭
（

全
員

）

（

部
落
対
抗

八
〇
〇

メ
ーー
ト
ル
リ

レ
ー

（
男

四
名

づ
っ

）

（

方
部
対
抗

綱
引

き
（
男
二
五
・
女
二
五
）

（

青
年
の
部

ガ
ー
ド
合
せ
（
男
女

）

匸
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

｛
方
部

対
抗

｝

ド
ラ
ム
レ
ー
ス

厂
胚
白
対
抗
）

す
ず
め
追
卜
　

’
同
　
　
　

）

へ
婦
人

の
部

ボ
ト
ル
送
り
（
方
部
対
抗
）

工
入
れ
　
　
　
（
同
　
　
　
　
）

輪
く
ぐ
り
　

（
紅
白
対
抗
）

踊
り
川
本
音
頭

さ
あ
さ
踊
ろ
よ

乙
未

亡
人
会

借
り
も

の
レ
ー
ス

（

消

防
団

人
命
救
助

一
六
五
〇

メ
ー
ト
ル
リ
レ

ー

乙
老
人

ク
ラ
ブ

宝
ひ
ろ
い

玉
入
れ
（
方

部
対
抗

）

乙
剣
友
会

剣
道
形
、
練
習

公
山
友
会

、
夏
山

ス
キ
ー
（
紅
白
対
抗
丿

（

職
場
対
抗

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

△
農
研
団
体
、
推
進
員

俵

か
っ
ぎ
リ
レ
ー

（

部
落
長
、
組
合
長

輪
廻
し

（

議
会
議
員
、
教
育
委
員

こ

い
つ
り

心
交
通
安
全
会

安
全
交
通
（

ボ
ー
ル
送
り
）

乙
議
員

、
婦
人
会
対
抗

玉
入

れ

（

民
生
委
員

ロ
ー
ソ
ク
リ
レ
ー
（
紅
白
）

（

睦

商
会

相
馬
盆
哄

五
輪
音
頭

（

中
学
生

組
体
操
。

写
真
は
踊
り
の

猛
練
習

交
通
の

三
悪
追
放

○
酒
の
み
運
転

○
無
免
許
運
転

○
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ギ

処
世
の
秘
訣

ジ
Ｉ
フ
ア
ー
ソ
ソ

―
今
目
す
べ
き
こ
と
を
明
日
に

延
ば
す
な
。

２

君
で
で
き

る
こ
と
を
人

に
た

の
む
な
。

３

自
分
で
も
う
け
る
ま
で
は
っ

か
う
な
。

４
安
く
て
も
君
が
必
要
で
な
い

も
の
は
買

う
な
。

５
ぜ
い
た
く
は
飢
よ
り
も
寒
さ

よ
り
も
こ
わ
い
。

６

少
食
で
す
ま
せ
ば
後
悔
が
な

い
。

７
進
ん
で
や
れ

ば
い
や
な
仕
事

も
好
き
に
な
る
。

８
悪

事
を
二
度
と
く
り
か
え
す

な
。

９

仕
事
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

は
じ
め
よ
。

１０
憖
れ
た
ら
ま
ず
十
数
え
よ
。

ひ
ど
く
怒
れ
た
ら
百
数
え
よ

。
（
米
国
才
三
代
の
大
統
領
）

Ｏ

高

い

交

通

道

徳

で

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

を

か

ざ

り

ま

し

よ

う



よ

う
へ
こ

そ
聖

火

／

1
2
1
の
丸
と
拍
手
で
迎
え
よ
う

正走者左から　 高橋、佐野 、渋谷、佐藤の諸君

ギ
リ

シ
ヤ
を
出
発

し
た
オ
リ

ソ

ピ
ツ

ク
聖
火
は
、
中
近
東

か
ら
東

南
ア
ジ

ヤ
十
二
か
国
の
旅
を
終
爻

今
月
七
日
沖
繼
に
到
着
、
九
日
に

は
い
よ
い
よ
本
土
入
り
し
た
。
そ

し
て
鹿
児
島
、
宮
崎
、
札
鼬
を
基

点
と
し
て
国
内
リ
レ
ー
が
始
ま
り

只
今
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ

ー
ス
を
と

り
な
が
ら
東
京

に
向
っ
て
進
行
中

で
あ
る
。
札
幌
を
た
っ
た
聖
火
は

十
七
日
青
森

に
渡
り
、
こ
こ
で
二

つ
に
わ
か
れ
、
一
つ
は
秋
田
、
山

形
、
新
潟
と
日
本
海
側
を
通
り
、

一
つ
は
岩
手

、
宮
城
を
通
っ
て
本

県
に
入
る
。
二
十
八
日
午
後
二
時

十
一
分
（
前
号
で
十
三
分
と
し
て

あ
っ
た
が
宮
城
県
側
の
都
合
に
よ

り
変
更
）
陸
上
自
衛
隊
の
吹
奏
す

る
「

若
い
力
」
の
勇
ま
し
い
奏
楽

に
迎
え
ら
れ
て
貝
田
中
継
所
（

県

境
・
に
到
着
、
受
渡
し
式
が
行
わ

れ
る

、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
国
内

リ
レ
ー
宮
城
県
実
行
委
員
会
長
（

宮
城
県
知
事
）

か
ら
本
県
実
行
委

員
会
長
（
福
島

県
知
事

）
に
引

継

が
れ
た
聖
火
は
、
わ
が
栄
一
走
者

渋
谷
肇
君

に
渡

さ
れ
、
斎
藤
真
利

、
渋
谷
節
夫
の
副
走
者
及
び
二

斗

名
の
随
走
者

に
従
わ
れ
て
、
い
よ

い
よ
本
県
内

の
リ

レ
ー
は
始
ま

る

の
で

あ
る
。
各
中
継
所

の
通
過
時

刻
は
後
記

の
と
お
り
で

あ
る
の
で

、

町
民

の
皆
さ
ん
は
も
よ
り

の
場

所
で
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

尚
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
わ
か
る
と

お
り
、
当

日
は
も
の
す
ご
い
人
出

で
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
次

の
諸
点
に
つ
い
て
よ
く
注
意
し
、

安
全
、
円
滑
に
聖
火
を
送
迎
す
る

よ
う
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

④
中
継
所
通
過
予
定
時
刻

貝
田
（
県
境

）
着
　

二
、
一
一

（
受

渡
し
式

）

貝
田
発
　
　
　
　
　

二
、
一
八

（
新
国
道

）

大
木
戸

駐
在
所
前
　

二

、

三

（
新
国
道
）

県

北
中

学
校
前
　
　

二

、
二
四

（
滝
川

よ
り
旧
国
道

）
三
四

福
島
交
通

車
庫
前
　

二

、
四
二

（
徳
江

街
道

よ
り
新
国
道
へ
）

桑

折
と

の
町
境
　
　

二

、
四
八

④
聖
火

隊
の
編

成

先
　

導
　

白

バ
イ
ニ
名

正
走

名
　

一
名

柴
火

捧
持

副
走
者
　

二
名
予
備

Ｐ
Ｉ

チ

随
走
者
　

二
〇

名
小
旗
棒
持

自
動
車
　

七
台

五
号
車
に
町
長

翁
有
長
。
公
民
館
長
が
屎
る

以
上
が
正
式
の
猷

火
隊
で
、
こ

れ
を
無
事
進
行
さ
せ
る
た
め
に

そ
の
前
後
に
広
報
車
、
無
線
車

白
バ
イ
な
ど
た
く
さ
ん
の
車
が

つ
く
の
で
あ
る
。

各国 の変っ た習慣(-)

ノ

ル

ウ

ェ

ー

の

娘

私
は
こ
ん
ど
の
旅

行
で
、
各
地
各
国
に

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

習
慣
が
あ
り
、
あ
る

時
は
驚
き
ま
た
と
ま

ど
い
も
し
た
が
、
特

に
感
じ
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
も
多
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、
ノ
ル
ウ

エ
ー
を
訪
れ
山
岳
酷

農
見
学
の
た
め
あ
る

暇
家
に
泊
り
、
あ
く

る
日
一
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
以
上

の
山
へ
自
動
車
で
行

っ
た
時
で

あ
る
。
一
〇
〇
〇
～
一
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
と
い
う
山

に
乳
牛
が

放
牧
さ
れ
、
高
山
植
物
が
咲
き

乱
れ
る
高
原
に
。バ
ン
ガ
ロ
ー
の

よ
う
な
山
小

屋
が
い
た
る
と
こ

ろ
に
あ
り
、
こ

れ
は
牛
や
山
羊

を
番
す
る
番
小

屋
で
あ
る
。
し

か
し
、
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
そ

の
山
小
屋
は
、
実
に
美
し
く
よ

く
整
頓
さ
れ
て
い
る
ご
て
し
て

食
事
時
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た

の
は
、
驚
く
な
か
れ
十
七
～
十

八
才
の
美
し
い
娘
さ
ん
で
あ
っ

た
、
興
味
を
感
じ
た
の
で
い
ろ

い
ろ
話
し
て
み
た
。
彼
女
は
ま

だ
結
婚
前
で
、
婚
約
者
を
も
つ

十
八
歳
の
娘
で
あ
り
、
今
年
の

夏
は
ず
っ
と
一
人
で
山
小
屋
で

過
す
と
い
う
。
と
い
う
の
は
、

こ
の
地
万
で
娘
に
な
る
と
、
こ

う
し
て
山
小
屋
へ
登
っ
て
家
畜

の
番
を
了
る
と
い
５
こ
と
は
、

結
婚
前
の
一
つ
の
修
業
で
あ
る

ら
し
く
、
一
人
で
山
小
屋
で
孤

独
に
た
え
て
独
立
心
を
養
な
い

且
つ
又
、
人
間
社
会
の
意
義
を

悟
り
、
そ
し
て
未
来
に
対
す
る

夢
を
持
つ
の
だ
そ
う
だ
。
大
自

然
の
中
で
、
し
か
も
高
山
植
物

が
咲
き
乱
れ
る
高
原
で
美
し
い

娘
が
、
白
夜
の
中
で
私
た
ち
の

為

に
歌
を
う
た
い
、
又
笛

を
吹

い
て
く
れ
た
あ
の
時
は
、
忘

れ

よ
う

に
も
忘
れ
難
い
思

い
出
で

あ
り

、
若
い
娘
に
対
す
る
精
神

修
業
と
し
て
は
、
こ
れ
以
上
の

も
の
が
無
い
の
で

は
な
い
か
と

さ
え
思
え
た
。
ま
っ
た
く
北
欧

ら
し
い
め
ず
ら
し
い
習
慣
で
あ

る
。

彼
の
女
の
一
日
は
、
乳
牛
と

山
羊
の
番
を
し
な
が
ら
本
を
読

み
、
あ
る
時
は
歌
い
、
そ
し
て

土
曜
、
日
曜
に
山
へ
訪
ね
て
く

る
恋
人
と
の
想
い
に
う
け
る
と

い
う
、
も
ち
ろ
ん
食
事
そ
の
他

す
べ
て
自
分
で
す
る
の
で
あ
る

。
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
カ
ー

ル
ピ
ー
ア
の
制
度
（
前
に
館
報

汁
八
十
号
に
紹
介
）
と
違
っ
た

意
味
で
又
す
ば
ら
し
い
習
慣
と

思
っ
た
。
そ
の
後
私
た
ち
は
、

農
家
に
泊
っ
て
農
業
を
視
察
し

て
帰
る
時
、
ち
よ
う
ど
彼
女
（

山
の
娘
さ
ん
）
が
村
の
家
に
帰

っ
て
き
た
と
い
っ
て
訪
ね
て
き

て
く
れ
、
駅
ま
で
見
送
っ
て
く

れ
た
。
そ
の
時
の
記
念
に
写
し

た
の
が
こ
の
写
真
で
あ
る
。

白
夜
の
ノ
ル
ウ
ー
エ
と
共
に

忘
れ
得
ぬ
旅
の
Ｉ
コ

’
で
あ
る

（
写
真
）
は
牛
を
追
う
ノ
ル

エ

ー
の
娘
さ
ん
と
筆
者

八
高
　

博
正

修
学
旅
行
に
憶
う

佐
　

藤
　

昭
　

元

わ
れ
わ
れ
青
年
学
級
生
二

七
名

は
、
公
民
館
長
さ
ん
や
主
事
先

生

方

に
付
添
わ
れ
、
十
和
田
、
男

鹿

方
面

の
見

学
旅
行
を
し
た
。
両

地

と
も
天
下

に
名
高

い
景
勝
の
地
、

主
目
的

は
い
ま
流
行
の
観
光
に
あ

っ
た
か
も
知
れ
な

い
が
、
わ
れ
わ

れ
の
ね
ら
う
と
こ
ろ
は
も
っ
と
あ

っ
た
。
気
候
、
風
土
に
め
ぐ
ま
れ

な
い
本
州
の
へ
き
地
に
お
け
る
産

業
開
発

の
状
況
や
人
情
風
俗
に
接

し
、
ま
た
団
体

生
活
を
通
し
て

社

会
を
理
解
し
、
わ
れ
わ
れ
青
年

の

進
む
べ
き
道
を

考
え
よ
う
と
す
る

の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
計
画

の
立
案

に
つ
い
て
は
大
い
に
意

を

用

い
、
数
回
に
わ
た
る
役
員
会

や

全
体
会

を
開
い
て
原
案
を
つ
く
り

調
査
研
究
を
重
ね
、
学
級
生
一
人

一
人
に
そ
の
趣
旨
要
領
を
徹
底
し

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
に
。

「
一
人
は
み
ん
な
の
た

め
に
、
み

ん
な
は
一
人

の
た
め
に
」

と
い
う

考
え
方
が
各
自
の
心
の
中

に
は
っ

き
り
と
き
ざ
み
こ

ま
れ

、
‘全
員
一

致
協
力
、
秩
序
整
然
と
し
て
そ
の

目
的
が
達
成
で
き
た
の
で

あ
る
。

「
老
人
は
過
去

に
生
き
、
成
人
は

現
在
に
生
き
、
青
年
は
未
来
に
生

き
る
」

と
い
わ
れ

る
。
わ
れ
わ
れ

青
年
は
、
毎
日
父
母
を
助
け
て
家

業
に
精
出
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
大

切
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
将
来
に
夢

を
描

き
、
理
想
を
追
う
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。
青
年
が
過
去
に
と
ら

わ
れ
、
目
の
前
の
こ
と
だ
け
を
考

え
、
現
在
に
満
足
し
て
い
た
と
し

た
ら
、
世
の
中

は
ど
う
な
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
が
た
め
に
わ
れ
しわ
れ
は

青
年
学
級
で

勉
強
す

る
の
で
あ
る

。
そ
の
勉
強

と
し
て
は
、
あ
る
い

は
講
義
を
き
き
実
験
実
習
を
重
ね

読
書
や
視
聴
覚
を
通
し
て
話
し
合

い
、
あ
る
い
は
先
進
地
を
視
察
し

社
会
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

各
自
の
考
え
を
た
し
か
め
、
ほ
ん

と
う
の
生
き
た
学
習
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
う

。
そ
の
意
味
で

わ
れ
わ
れ
の
こ

ん
ど
の
旅
行
は
大

き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
思
う
。

十
和
田
国
立
公
園
に
お
け
る
山

岳
美
、・
渓
流
美
、
湖
水
美
そ
れ
に

森
林
美
を
あ
わ
せ
も
つ
自
然
景
観

は
、
男
鹿
半
島
に
お
け
る
海
洋
美

と
共
に
わ
れ
わ
れ
の
目
と
心
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
に
充
分
な
も
の

が
あ
っ
た

）
し
か
し
、
そ
れ
に
も

増
し
て

わ
れ
わ
れ
の
心
を
打
っ
た

も
の
は
、
地
域
の
産
業
開

発
に
打

ち
こ
ん
だ
郷
土
先
人
た
ち
の
熱
意

で
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
ま
ぼ
ろ
し

の
魚
と
い
わ
れ
ろ
「
ひ
め
ま
す
に

の
養
殖
研
究
に
一
生
を
捧
げ
た
和

井
内
貞
行
夫
妻
の
事
業
、
全
国

に

さ
き
が
け
て
青
森

リ
ソ
ゴ
の
土
台

。を
築
い
た
先
人

た
ち
の
話
、
’
不
毛

の
砂
丘
に
防
風
林

を
仕
立
て
て
裏

口
本
の
農
民
を
救
っ
た
栗
田
定
夕

丞
の
功
績
な
ど
、
こ
の
目
で
も
か

に
見

、
耳
で
聞
く
こ
と
に
よ
り
、

感
激
ま
こ
と
に
大
な

る
も
の
が
あ

っ
た
。
い
た

る
と
こ
ろ
の
山
谷
を

お
お
い
つ
く
す
秋
田
杉
の
美
林
、

基
盤
が
整
備

さ
れ
、
品
種
が
統
一

さ
れ
た
一
望
千

里
の
水
田
地
帯
の

壮
観

、
し

か
も
い
ま

、
一
万
七
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
八
郎
潟
の
干
拓
事

業
が
進
ん
で

い
る
の

だ
。

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
農
業
の
曲

り
角
に
立
っ
て
右
往
左
往
し
て

い

る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
先
輩

が
現
在

以

上
の
困
難
を
の
り
こ
え
て

築
き

あ
げ
て
き
た
姿
に
接
し
「

し
っ
か

り
し
ろ
」
と
尻
を
た
た
か
れ
る
よ

う
な
気
が
し
た
。
農
業
構
造
改
善

な
ど

と
大
き
な
お
題
目
に
押
し
つ

ぶ
さ
れ

る
こ
と
な
Ｘ
、
過
去
を
浙

え

、
将
来
を
見
通
し
な
が
ら
、
一

つ
一
つ
具
体
的
な
問
題
と
と
り
く

ん
で
進
も
う
で
は
な

い
か
。

（
青
年
学
級
委
員
長
）

ニ
ッ

ポ
ン
音
頭

一

、
さ
あ
さ
踊
ろ
よ
　

日
本
音

頭
　

ど
う
せ
踊
る
な
ら
世
界

を
舞
台
　

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の

晴
れ
の
日
に

（

ソ
レ
出
て
ま

た
出
て

チ
ョ
チ
ョ
レ

が
チ

ョ
ソ
く

（

、
ぐ

る
り
と
廻
っ
て

チ
ョ
チ

ョ
ソ
が

チ
ョ
ソ
く

）

二

、
日
本
よ
い
国
　

富
士
山
ひ

と
っ
　

埋
め
の
こ

し
た
桜
の

か
す
み
　

中
で
音
頭

の
ほ
が

ら
か
さ

三
、
あ
の
子

年
ご
ろ
　

桜
は
見

ご
ろ
　

踊
る
音
頭
で
見
か
わ

す
顔
が
　
　

に
っ
こ
り
く

縁
と
な
る

四
、
マ
マ
に
っ
れ
ら
れ

ヨ
チ
ョ

チ
と
　

か
わ
い
坊
や
の
チ

尸

｀

イ
ト
初
踊
り
　

ほ
め
て
頂
だ

い
お
月
様

．

五
、
世
界
平
和
は
っ
な
いヽ
だ
手

か
ら
　

空
で
五
色
の
旗

さ
え

踊
る
　

今
年
踊
ら
で
い
つ
踊

るさ
あ
さ
踊
ろ
よ

一

、
お
手
手
つ
な
い
で
仲

よ
く

ま
る
く
　

さ
あ
さ
踊
ろ
よ
空

で
も
踊
る
　

ま
る
い
大
き
な

お
月
さ
ま

二

、
月
が
呼

ん
だ
か
呼
ば
れ
て

き
た
か
　

長
い
た
も
と
の
か

わ
い
い
あ
の
子
　

い
つ
か
踊

り
の
花
と
な
る

三

、
き
り
よ
う
予
両
　

え
く

ぼ

は
万
両
　

好
き
な
あ
の
子

が

笑

っ
て
踊
り
や
　

手

振
り
合

わ
せ
て
千
万
両

四

、
二
人
三
人
　

小

さ
な
輪

か

ら
　

五
人
七
人

輪
に
輪
が
ふ

え
て
　

日
本
国
中

の
輪

が
で

き
る

五
、
右
が
笑
え
・
ば
　

左

も
笑
う

笑
う
顔
か
ら
　

踊
り
の
輪
か

ら
　

世
界
平
和
の
春
が
く

る

優
秀
な
農
業
後
継
者
を
養
成

3
9年

度

農
村
青

年

生

産

技

術
研

修
会

開
か

れ

る

県
で

は
農
業
の
近
代

化
を
お
し

す
す
め
て
、
企
業
的
な
農
業
経
営

を
実
施
す
る
た

め
に
は
、
優

秀
な

後
継
者

を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
、
農
村
青
年
の
生

産

技
術
研
究
会
を
開
く
こ
と
’に
な
り

先
日
そ
の
愀
一
回
稲
作
部
門
の
研

修
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
は
、
農
村
青
年
が
希
望

を
も
っ
て
今
後

の
農
業
を
担
う
た

め
に
必
要
と
す
る
知
識
技
能
を
研

修
さ
せ
、
さ
ら
に
合
宿
共
同
生
活

を
通
し
て
自
主
協
同
の
精
神
を
涵

養
し
て
豊
か
な
農
村
を
建
設
す
る

中
核
的
青
年
を
育
成
す

る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
計
画

を
立
て
て

い
る
。
尚
研
修
参
加
者

に
制
限

が
あ

る
の
で
希
望
者
は
な

る
べ
く
早
目
に
町
役
場
に
申
出
ら

れ

た
い
。
（

そ
の
中
か
ら
選
ん
で

町
長

が
推
薦
す
る
こ

と
に
な
る
）

研
修
計
画
一
覧
表

（
各
七
日
間
と
す

る
）

稲
作七

月
二

十
日
よ
り

県
立
農
業
試

験
場
（
郡
山
）

そ
菜
（

高
冷
地
）

八
月
二
十
四

日
よ
り

会
津
経
営
伝
習

農
場

果
樹
（

り
ん
ご
・
・
も
も
）

一
月
二
十

六
日

よ
り

矢

吹
原

経
営
伝
習
農
場

果
樹
（

な
し
）

一
月
十

九
日

よ
り

同

前

畜ヽ

産
（
豚

）

十
二
月

七
日
よ
り

同
前

畜
産
（
鶏

）

十
一
月
三
十
日
よ
り

県
立
農
業
試
験
場

養
蚕八

月
八
日
よ
り

蚕
業
試
験
場
（
梁
川

）

十
一
月
二
十
二

日
よ
り

同
前

④
愀
一
回
稲
作
部
門
研

修
会
に
参

加
し

た
高
橋
佐
七
君
（
大
字
塚

野
目

）
は
そ
の
感
想
を
次
の
よ

う
に
報
告
し
て
い
る
。

「
私
は
町
長
骰
の
ご
推
選
を
受
け

農
業
試
験
場
（
郡
山
）
に
お
い
て

稲
作
部
門
に
参
加
し
ま
し
た
。
県

内
か
ら
集
ま
っ
た
二
十
六
名
の
研

修
生
と
七
月
二
十
日
か
ら
寝
食
を

共
に
し
な
が
ら
次
の
日
程
で
研
修

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
日
目
　

開
講
式

二
日
目
　

稲
の
生
理
、
水
稲
品

種

り
特
性

に
つ
い
て

三
日
目
　

除
草
剤
の
使
い
方
、

本
田
深
耕
と
稲
作
技
術
に
つ

い
て

四
日
目
　

稲
作

と
土
壌
肥
料
、

水
稲
直
播
栽
培
に
つ
い
て

五
日
目
　

水
稲
の
病
害
虫
の
見

わ
け
方
と
そ
の
防
除
に
つ
い

て
六
日
目
　

水
稲
集
団
栽
培
に
つ

い
て

七
日
目
　

閉
講
式
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
内
容
か
ら
、
今
後
の

稲
作
は
、
省
力
を
重
点
に
考
え
、

そ
の
為
に
は
直
播
栽
培
を
行
な
い

こ
れ
が
技
術
を
向
上
し
て
移
植
栽

培
に
劣

ら
ぬ
増
収
を
図
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
と
思

い
ま
す
。
こ

の
度
の
研

修
で
非
常

に
得
る
と
こ

ろ
が
あ
り

来
年
は
こ

れ
ら
の
こ
と
を
実
行
し

て
そ
の
実
を
挙
げ
て
見
た
い
と
思

い
ま
す
Ｊ

編集後記

Ｏ
月

お
く
れ
の
舘
報

に
な
っ
て

し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
人

手

不
足

に
な
や
む
社
会
の
姿

の

一
面

と
お
ゆ
る
し
く
だ
さ

い
。

○

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

オ
リ

ソ
ピ

ツ

ク
本
番
の
と
し
、
わ
が
町

民
体

育
大
会

も
十
一
回
目
を

迎

え
ま
し

た
。
老

い
も
若
き

も
、
み

ん
な
で
楽
し
く
や
り

ま
し

よ
う
Ｏ

Ｏ
ご
長
命
ま
こ

と
に
お
め
で
と

う

ご
ざ
い
ま
す

。
長
命
者
が

ふ
え

る
と

い
う
こ

と
は
、
何

と

い
っ

て
も
よ
ろ
ば
し

い
こ

と
で
す
が
、
長
生
き
必
ず
し

も
幸
福
と

ば
か
り
は
受
け
と

れ
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
み

ん
な
で
ょ
く
考

え
ま
し

よ
う

＠
交
通
安
全
都
市
を

寒
言
し
て

す
で

に
一
年
半

、
今
も
っ
て

「
酒
の
み
運
転
」
　「
ス
ピ

ー

ド
違
反
」
　「
無
免
許
運
転
」

を
や

め
て
く
だ
さ

い
と
く
り

か
え
さ
れ
ば
な
ら
な
い
現
状

を
悲
し
く
お
も
い
ま
す
。

○

九

月

十

五

日

は

老

人

の

日

…
…
…

と

し

よ

り

の

身

に

な

っ

て

考

え

よ

う
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